
浜松市立保育園における

栄養管理について

静岡県浜松市こども家庭部幼児教育・保育課

管理栄養士 神谷みどり

事例紹介「乳幼児期の栄養・食生活の支援（１）」
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・人口約80万の政令指定都市
・市の面積は全国２番目
・四方が海・湖・川・山
・産業が盛んで年中温暖
・東京～大阪の中間で好立地

浜松市の紹介



浜松市立保育園の概要

就学前人口 35,385名（R4.4.1現在）

保育施設数 201施設（保育所、認定こども園、地域型保育事業）

待機児童数 0名（R4.4.1現在）

うち市立保育園 20園
管理栄養士・栄養士配置人数
幼児教育・保育課 ３名
保育園 ７名



浜松市立保育園の概要

• 保育園は、子どもの健全な心身の発達を図ること
を目的とする児童福祉施設です。

• 保育園では、子どもの状況や発達過程を踏まえ、
家庭と連携して養護及び教育を一体とした保育を
行います。

• 保育園では、保護者に対する支援や地域の子育て
家庭に対する支援を行います。

浜松市立保育園の基本理念



第3次 浜松市食育推進計画



第3次 浜松市食育推進計画

乳幼児期における取り組み

•食べられる物を増やしていく

•朝ごはんを食べる習慣を身に付ける

•いろいろな野菜を食べる経験を積む

•薄味に慣れる

•食事のマナーを身に付ける

•調理を通して食べものに触れる機会をもつ

•季節の行事食等の食文化に関心をもつ

•正しい手洗い方法を身に付ける



第3次 浜松市食育推進計画

指 標

市立保育園の給食の浜松産主要１０品目の使用率
目標値 ３５％

大根 さつま芋 じゃが芋 チンゲン菜 セロリー

みかん しらす 玉ねぎ 葉ねぎ パセリ

令和元年度 令和２年度

３７．０％ → ３４．１％ →

令和２年度使用率が減少したため、納入業者の方へ、浜松産食材の納
品を依頼し、使用率が改善した。

令和３年度
３５．８％



地産地消ふるさと給食

毎月19日前後に、浜松産の農林水産物を活用した

「地産地消ふるさと給食」を実施している。

４月 しらす １０月 葉ねぎ

５月 チンゲン菜 １１月 みかん

６月 じゃが芋 １２月 セロリー

７月 とうがん １月 大根

８月 さつま芋 ２月 パセリ

９月 小松菜 ３月 玉ねぎ



食育年間計画（０歳児）食を営む力

おおむね６か月～９か月未満

• 和やかな雰囲気の中で、食事を楽しむ。

• 離乳食に慣れる。

• 様々な食品の味や、コップ・スプーンに少しずつ慣れ、飲ませてもらったり、
食べさせてもらったりする。

おおむね10か月～12か月未満

• 和やかな雰囲気の中で、食事を楽しむ。

• こぼしながらもコップを使って飲もうとする。

• 手に持ったものを口に運び、手づかみで食べようとする。

おおむね１歳～１歳３か月未満

• 食事の時間を喜び、和やかな雰囲気の中で食事をする。

• 様々な食べ物を、見る・触る・噛んで味わう経験を通して、自分から喜んで
食べようとする。



食育年間計画（1,2歳児) 食を営む力

１歳児

• ゆったりとした雰囲気の中で、保育士の援助を受けながら食事を楽しむ。

• 手づかみで食べたり、こぼしたりしながらもスプーンを使って食べようとする。

• 様々な食べ物に慣れ、見守られながら自分で食べようとする。

• 好きな食べ物を、こぼしながらも自分で食べようとする。

２歳児

• ゆったりとした雰囲気の中で、食事を楽しむ。

• 保育士の援助を受け、手洗いなど食生活に必要な活動を行う。

• 園で栽培している野菜の様子を見る。

• 様々な食品や調理形態に慣れ、自分から進んで食べようとする。

• 友達と共に食事をし、一緒に食べる楽しさを感じる。



食育年間計画（3,4歳児) 食を営む力

３歳児

• 楽しい雰囲気の中で、保育士や友達と一緒に食事をすることを喜ぶ。

• 食べ物や料理に興味をもち、食べる経験を通して食への興味関心をもつ。

• 野菜の栽培に興味をもち、楽しんで観察をする。

• 様々な種類の食べ物や料理を味わう中で、味覚の経験を重ね食への関心を
もつ。

・ 簡単な食事のマナーを知り、意識しながら食べようとする。

４歳児

• 楽しい雰囲気の中で、保育士や友達と一緒に食事を味わいながら食べる。

• 野菜の皮むきなど、身近な食材に触れる。

• 園で栽培している野菜に興味をもち、友達と生長の様子を伝えあう。

• 食べ物と体の関係に関心をもち、偏りなく食べようとする。

• 食の体験を通して、食べることの大切さや楽しさを感じ、食事をする。



食育年間計画（5歳児) 食を営む力

５歳児

• 食事のマナーを意識しながら、保育士や友達と一緒に楽しく食事をする。

• 身近な野菜に興味をもち栽培する中で、生長を期待し、世話をする。

• 育てた野菜の収穫を喜び、クッキング等を通して味わう。

• 生活リズムと食事の関係を知り、食への意識を高める。

• 行事食を味わう中で、日本の伝統文化に触れる。

• 自然の恵みとしての食材や調理する人への感謝の気持ちをもち、意欲的
に食事をする。

• 「命と食」「食と栄養」など食事をすることの意味が分かり、食が大切な生活
の一部になる。



食育年間計画 食育活動

栽培体験 季節ごとの野菜の栽培（種まき・苗植え・収穫体験）

調理体験
食材タッチ・クッキング（野菜の皮むきや、収穫した野菜を使って
のクッキングなど）

食育講話
食育絵本の読み聞かせや食育講話（毎月の食材に合わせ、食
材の栄養・特徴などの話）

栄養指導
栄養のバランスと健康づくりに関する講話（体と食べものの関
係・食材に含まれる３つの栄養素の分類など）

個別相談 子どもの食についての相談（離乳食・アレルギーなど）

給食を介した
取り組み

集団での食事の楽しさ・成長発達に応じた食事のマナー・食への
感謝の気持ちを学ぶ、栄養バランスの良い給食の提供

地域をテーマ
とした取り組み

地産地消・伝統食・行事食について（給食提供・調理体験・情報
提供）



食育年間計画 食育活動

地域の親子への
支援

親子ひろば等の来園者への食に関する相談の実施、
給食サンプル・展示物での情報提供

地域の生産者との
交流

地域の農業関係者との交流や、栽培の援助・指導を受
ける、生産者による講話の実施・園児の収穫体験

世代間交流の
実施

地域の方による「お茶会」など（コロナ禍では、実施でき
ず）

情報の共有
連絡ノートの活用、送迎等の申し送りでの情報共有（家
庭・園での食生活の共有）

情報の提供
食育だよりの発行・レシピ配布、食育に関する各種掲
示・園での食育活動の情報提供・給食サンプルの展示、
懇談会で子どもの食に関する情報提供・情報共有

体験
保育参加や懇談会での試食会を通じて、子どもの食事
を体験（コロナ禍では、実施できず）



「食育だより」による情報提供



浜松市立保育園給食の栄養管理

給与栄養目標量の設定と見直し

毎年、4月と10月の2回実施

R３年度

１～２歳 ３～５歳

４月～９月 10月～３月 ４月～９月 10月～３月

エネルギー ４６３Kcal ５０６Kcal ３４０Kcal ３５５Kcal

タンパク質 １７.４ｇ １９.０ｇ １７.０ｇ １７.８ｇ

脂 質 １２.９ｇ １４.１ｇ １４.３ｇ １４.７ｇ

市立保育園統一の共通献立を作成



アレルギー児の年齢別割合

０歳児
8.6%

１歳児
22.9%

２歳児
14.5%

３歳児
20.7%

４歳児
14.0%

５歳児
19.2%

Ｒ3年度 給食対応延べ人数 1,135人

全園児に対する対応率 4.7％



災害時への備え

• 非常食を園児、職員の3日分用意。

今後の全園統一に向け、ローリングストックで購入する

食材を決定。

• 28品目アレルギー食材のフリー献立の実施。

• 誤食予防のため、ベビーフードについては、中期食に統一。

• 年度当初に全保護者に食材確認を実施。

• Ｒ3年度には、「非常食の日」を設け実施。

• Ｒ4年度は、各園にて、おやつにアルファ米を使用したおにぎ
りを提供。



持続可能な食生活に向けて



浜松市立寺島保育園における

食事の実践事例

浜松市立南保育園

栄養士 齋藤 直美



施設の概要

浜松市立寺島保育園

開設 昭和54年4月1日

定員 130名

園児 ０歳児： 8名 １歳児：18名 ２歳児：19名

３歳児：25名 ４歳児：22名 ５歳児：24名

職員 園長：1名 保育士：26名

栄養士：1名（兼務） 調理員：5名

園務員：1名

※R4.9.1現在



施設の特徴

【保育理念】

家庭や地域社会と連携を図り、くつろいだ雰囲気の中
で養護と教育を一体として心身ともに健康で豊かな人
間性をもった子どもの育成のための保育を実施します。

【基本方針】

• いつも笑顔がある環境をつくります。

• 子どもの個性と社会のルールを大切に、一人一人を
見守ります。

• 共に育て合い、育ち合う気持ちをもち続けます。

• 社会への貢献を通じて、理解と信頼を広げます。



栄養管理の実際



①身体状況の把握

４月と１０月の身体測定値より成長曲線に照らし合
わせて成長を確認する。

アセスメント



②食事の摂取状況の把握

0-1歳児は「連絡ノート」で把握

2歳児以上は口頭把握

保育士：各クラスで共食し、喫食の様子を確認

調理員：３歳以上児クラスで共食し、喫食の様子を確認

下膳された食器や残菜から摂取状況を把握

（コロナ禍では共食の実施無し）

アセスメント

家庭

保育園



②食事の摂取状況の把握

０歳児 １歳児

アセスメント



①給与栄養目標量の設定

• 4月と10月に実施。

• 子どもが誕生日を迎えると年齢が変わるため、見
直しを行う。

R３年度
未満児 以上児

合計(人)
1歳 2歳 3歳 3歳 4歳 5歳 6歳

4月
男 8 8 0 14 11 12 0 53

109
女 9 10 0 10 14 13 0 56

10月
男 9 5 7 6 14 11 6 58

121
女 7 11 8 4 9 18 6 63

Ｐｌａｎ



②給与栄養目標量の算定方法

• 給与栄養目標量の設定

3歳未満児・・・1日の50％

（午前おやつ、給食、午後おやつ）

3歳以上児・・・1日の40％：主食を含まない

（給食、午後おやつ）

• 給与栄養目標量の見直し

Ｒ３年度 ４月 10月

３歳未満児 461Kcal 517Kcal

３歳以上児 339Kcal 354Kcal

Ｐｌａｎ



③献立計画

• 共通献立案を園内で検討し、栄養士が集まる「献
立作成会」において各園からの意見を基に献立を
確定していく。

• 旬の食材や地域の特産品を取り入れている。

園内で「給食会議」を行い

行事や食育活動に合わせ

た寺島保育園の献立を作

成する。

Ｐｌａｎ



④給食の提供方法

• 配膳は給食室にて提供量を盛り付ける。

Ｐｌａｎ



①園児が給食を食べる

• 今日の給食 麻婆豆腐、ひじきの甘酢和え、トマト

Ｄｏ



②盛り付け量の調整、おかわり

•提供量を摂取することが難しい園児については、
提供量から小皿に取り分けておく。

Ｄｏ



③食べる場での職員の関わり

•各クラスで、喫食の様子を見守り、必要に応じて
補助する。

Ｄｏ



④食べる力を育むための食育

•展示食と一緒に食材を展示

•使用食材の三大栄養素を学ぶ

•喫食時間をクラスの時計で示す

•野菜作りと収穫・調理・喫食

• スプーンやおはしの持ち方、姿勢

•自園調理による調理の音やにおいを感じる

•野菜のすじ取り、皮むき等

Ｄｏ



①給食の摂取量の把握

•調理員が給食日誌に記録する。

• 保育士が各クラスの喫食調査表に記録する。

Ｃｈｅｃｋ



②検証結果の検討

• 喫食状況調査のまとめ

Ｃｈｅｃｋ



③身体状況の把握

• 肥満ややせの園児の経過を観察する。

身長・体重曲線 肥満度判定曲線

Ｃｈｅｃｋ



改善としての取り組み

• 喫食調査や喫食状況調査により、特に離乳食につ
いて子どもの成長に合った味付け、好み、切り方や
大きさ等の情報を得て、改善につなげている。

• 全職員で子どもの食事について共通理解をもつこ
とが大切だと考える。

• 栄養士は3つの園を担当しているため、教室を訪問
することはあまりないが、上記の工夫により情報共
有が可能になる。

Ａｃｔ



食育活動

① 調理員と園児の共食

② 栄養や食事に関する学び

③ 食材に親しむために

④ 保護者への情報提供

⑤ 地域との交流



①調理員と園児の共食

• 毎日、調理員が教室に入り、共食することで、園児
との会話が生まれ、食育につながっている。

※コロナ禍では実施できず



②栄養や食事に関する学び

• フェルトで作られた教材を使用し、三大栄養素を
学ぶ。

•栄養士より栄養や食事の話を聞く機会を設けてい
る。



③食材に親しむために

とうもろこし

そら豆

野菜の皮むき



③食材に親しむために

おにぎり

ジャムサンド

クッキング



③食材に親しむために

玉ねぎ

おくら

ピーマン

さつまいも

野菜の栽培、収穫



③食材に親しむために

お月見だんごづくり



③食材に親しむために

８月 さつまいもあずきケーキ

「地産地消ふるさと給食」の実施



④保護者への情報提供

•献立表と食育だよりの発行、毎日の給食の展示。

•掲示板への情報の掲示。

•給食やおやつの試食会（コロナ禍では実施できず）

•卒園時に成長曲線をプロットした用紙に、成長分
（身長）の赤いリボンをアルバムに貼り付けて渡す。



④保護者への情報提供

健康増進課（企業との連携）



⑤地域との交流

★じゃがいもの植え付け

★大根の種まき



課題等

① 肥満ややせの園児への対応

② 食に興味をもてない園児について

③ 離乳食の進み具合の情報共有について

④ 外国にルーツをもつ園児と保護者への対応

⑤ 食物アレルギーの園児への対応



①肥満ややせの園児への対応

• 家庭との連携が不可欠である。

• 保護者より相談があれば話しやすいが、そうでない

• 場合はデリケートな問題でもあるので伝えにくい。

※現状、保護者からの相談はあまりない。

曲線に入っていれば問題なしと考える保護者が多い。

また、保護者は「よく食べる」「食が細い」等ととらえる
場合が多く、問題視されないことが多い。



②食に興味をもてない園児について

•展示食と一緒に食材を展示

•使用食材の三大栄養素を学ぶ

•喫食時間をクラスの時計で示す

•野菜作りと収穫・調理・喫食

• スプーンやおはしの持ち方、姿勢

•自園調理による調理の音やにおいを感じる

•野菜のすじ取り、皮むき等



③離乳食の進み具合の
情報共有について

•家庭での離乳食の様子を入園時に把握し、園児に
合った進め方を家庭と共有していくことが必要。

入園時 献立表



④外国にルーツをもつ園児と
保護者への対応

• 食文化の違いが大きい。

家庭での経験がない食材や

調理方法の説明が必要。

• 給食の内容や喫食の様子

について保護者に伝える。



⑤食物アレルギーの園児への対応

• カラーの個人トレー、食器、スプーンの使用

普通食 アレルギー食



⑤食物アレルギーの園児への対応

翌月の給食会議
↓

保護者との面談・・・前回の確認、家庭での様子の聞き取り、園での様子の伝達

（アレルギー会議） ※受診があった場合は医師からの指導等

↓

対応変更の確認・・・翌月献立内容の確認、アレルギー対応内容の再確認

↓

アレルギー献立表の作成・・・保護者へ渡す、クラス、給食室、事務室で共有

↓

アレルギー対応食提供

毎月の対応



⑤食物アレルギーの園児への対応

①朝のミーティング

↓

②登園時の確認（保育士）

↓

③出欠確認（給食室）

↓

④調理・盛付

↓

⑤受け渡し（給食室から

↓ 各クラス）

⑥クラスでの配膳

↓

⑦食事中の確認

↓

⑧降園時

当日の対応



まとめ

多職種から給食に関する
意見を収集するしくみ

園児が食事に興味をもつ
食育

• 喫食状況調査により情報
を共有する。

• 献立作成会にて検討し、
改善につなげていく。

• 盛付量を調整し、食べき
る体験をする。

• 毎日の給食の展示の際、
料理だけでなく、食材も展
示する。



ご静聴ありがとうございました


